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＜問題＞ 

以下の 4 問すべてに答えなさい。 
 
[第１問] 
 Y は所得、C は消費、I は投資、G は政府支出、T は租税とする。また a は定数であり、0<a<1
を満たすものとする。所得が「Y=C+I+G」、消費が「CaYT」で決まるとき、以下の設問

に答えなさい。 
1) 3 兆円の政府支出の増加と 3 兆円の増税を同時に行うと、所得はどのように変化するか。（5

点） 
2) 2 兆円の政府支出の減少と 2 兆円の減税を同時に行うと、所得はどのように変化するか。（5

点） 
3) あるとき政府支出だけを 2 兆円増やしたところ所得が 8 兆円増加した。このとき、a の値

はいくつと考えられるか。（5 点） 
4) 別の機会に政府支出だけを 2 兆円増やしたところ所得が 10 兆円増加した。政府支出を増

やさずに減税によって所得を同額の 10 兆円増やすためには減税額をいくらにすればよい

か。（10 点） 
 
[第２問] 
 喫煙者の S さんと嫌煙者の T さんの 2 人で構成される社会を考える。S さんの喫煙本数を

x（≧0）としたとき、S さんにとってのタバコの限界費用は 1.5x 、限界便益は 600/x 、S
さんの喫煙によって T さんの被る限界費用は 4.5x で表される。このとき以下の設問に答え

なさい。 
1) 市場均衡における x は何本か。（5 点） 
2) 社会全体を考慮した最適な x は何本か。（10 点） 
3) タバコに対して t×100%の間接税を課すと、消費者価格が変化して市場均衡が変化する。

上記 2)の最適な x を実現するためには t をいくつに設定すればよいか。（10 点） 
 
[第３問] 
 以下の設問に答えなさい。 
1) 公共財を私的財と区別するための 2 つの特徴を説明しなさい。（各 5 点・計 10 点） 
2) 公共財の取引において、市場均衡では死荷重損失が発生することを図示して説明しなさ

い。（5 点） 
3) 公共財の取引においてフリーライダーが発生するのは何故か。1)の 2 つの性質に即して簡

潔に説明しなさい。（10 点） 
 
[第４問] 
 所得再分配に関する以下の設問に答えなさい。 
1) 一般に再分配を無制限に行うことは望ましくない。何故か。（5 点） 
2) ベンサム基準について説明しなさい。（5 点） 
3) ロールズ基準について説明しなさい。（5 点） 
4) 再分配制度が効率性を改善する可能性について簡潔に説明しなさい。（10 点） 


